
Ｊ
Ｒ
で
鎌
倉
を
訪
れ
る

時
、
玄
関
口
は
二
つ
あ
る
。

正
面
は
勿
論
「
鎌
倉
」
。

も
う
一
つ
は
北
の
玄
関
口

「
北
鎌
倉
」
だ
。

お
土
産
物
屋
な
ど
で
混

雑
す
る
鎌
倉
駅
に
対
し
、

北
鎌
倉
に
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
鎌
倉
に
向
か

う
と
、
す
ぐ
円
覚
寺
。
踏

切
の
先
に
総
門
。
奥
に
山

門
が
あ
る
。

円
覚
寺
の
先
に
「
縁
切

り
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る

東
慶
寺
。
次
に
建
長
寺
が

あ
る
。

や
が
て
両
側
が
切
り
立
っ

た
崖
の
切
通
し
。

す
る
と
程
な
く
鶴
岡
八

幡
宮
。
境
内
の
一
隅
に
県

立
近
代
美
術
館
鎌
倉
が
あ

る
。し

か
し
、
神
奈
川
県
は

短
期
の
採
算
性
を
問
題
視
。

今
年
初
め
に
一
般
公
開
を

終
了
。
県
民
が
美
術
に
親

し
む
の
に
県
費
を
投
ず
る

の
は
当
然
と
思
う
が
、
県

知
事
は
違
う
よ
う
だ
。
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北
鎌
倉
駅

神
奈
川
県
鎌
倉
市
山
ノ
内

事
情
に
よ
り
今
週
は
発
行
日
が
遅
く
な
り
ま
し
た

八
月
六
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
「
決
断
な
き
原

爆
投
下
」
は
興
味
深
い
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

は
第
二
次
大
戦
末
、
四
五

年
四
月
に
脳
卒
中
で
死
去
。

副
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
が

大
統
領
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
当
時
、
副
大
統
領
は

上
院
議
長
で
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
の
政
治
に
は
不

参
加
。
彼
は
戦
局
も
、
原

爆
計
画
も
知
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
軍
部
は
国
家
予

算
の
二
〇
％
、
二
二
億
ド

ル
も
使
っ
た
原
爆
を
使
わ

な
い
と
議
会
か
ら
追
求
さ

れ
る
と
心
配
。

原
爆
を
使
い
た
か
っ
た
軍

軍
部
は
破
壊
効
果
を
確

か
め
る
べ
く
、
十
七
発
の

原
爆
を
計
画
。
広
島
や
京

都
を
目
標
に
。
ト
ル
ー
マ

ン
は
市
民
を
爆
撃
す
る
こ

と
に
反
対
。
陸
軍
長
官
ス

テ
ィ
ム
ソ
ン
は
京
都
に
沢

山
の
市
民
が
い
る
こ
と
を

知
っ
て
お
り
、
結
局
京
都

は
目
標
か
ら
外
さ
れ
た
。

一
方
、
軍
部
は
「
広
島

は
軍
事
都
市
」
と
い
う
報

告
書
で
広
島
を
目
標
と
す

る
承
認
を
獲
得
。
し
か
し

大
統
領
の
命
令
書
の
な
い

ま
ま
広
島
に
原
爆
は
投
下

さ
れ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は

報
告
で
市
民
の
犠
牲
を
知
っ

た
が
、
軍
部
を
止
め
ら
れ

ず
、
長
崎
に
も
投
下
。

後
付
け
の
理
由

ト
ル
ー
マ
ン
は
ヒ
ト
ラ
ー

を
上
回
る
残
虐
行
為
と
責

め
ら
れ
な
い
為
「
戦
争
を

早
く
終
わ
ら
せ
、
多
く
の

米
兵
の
命
を
救
う
為
、
原

爆
投
下
を
決
断
し
た
」
と

演
説
。
投
下
を
命
令
し
た

訳
で
も
な
い
の
に
。

効
果
を
確
か
め
た
か
っ

た
軍
部
。
原
爆
で
莫
大
な

利
益
を
得
た
軍
需
産
業
。

そ
の
産
業
は
、
今
の
原
子

力
産
業
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
裏
が
見
え
て
き
た
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

原爆は大統領のサインなく投下された


